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情報科学技術に関する 

研究開発課題の中間評価結果 

（ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に 

関するアプリケーション開発・研究開発） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成３０年４月 

科学技術・学術審議会 

研究計画・評価分科会 

 

 

 



参考資料 ２ 

2 

 

 

情報科学技術委員会委員 

 

平成３０年１月現在 

 

 主査 

北川 源四郎   東京大学大学院情報理工学研究科特任教授、 

明治大学先端数理科学インスティテュート所員 

 

 委員 

有村 博紀    北海道大学大学院情報科学研究科教授 

伊藤 公平    慶應義塾大学理工学部教授、 

慶應義塾大学理工学部長・大学院 理工学研究科委員長 

上田 修功    理化学研究所革新知能統合研究センター副センター長、 

         ＮＴＴコミュニケーション科学基礎研究所機械学習・データ科

学センタ代表 
喜連川 優    情報・システム研究機構国立情報学研究所長 

國井 秀子    芝浦工業大学大学院工学マネジメント研究科教授 

栗原 和枝    東北大学未来科学技術共同研究センター教授 

高安 美佐子   東京工業大学科学技術創成研究院教授 

瀧 寛和     和歌山大学長 

辻 篤子     名古屋大学国際機構国際連携企画センター特任教授、 

科学技術振興機構研究主監 

土井 美和子   国立研究開発法人情報通信研究機構監事、 

奈良先端科学技術大学院大学理事 

樋口 知之    情報・システム研究機構統計数理研究所長 

八木 康史    大阪大学理事・副学長 

安浦 寛人    九州大学理事・副学長 

矢野 和男    株式会社日立製作所理事、研究開発グループ技師長 

 

 

敬称略、５０音順 

 

 

 

 



参考資料 ２ 

3 

 

ＨＰＣＩ計画推進委員会 委員名簿 

 

 伊藤  公平 慶應義塾大学理工学部 教授 

 伊藤  宏幸 ダイキン工業株式会社・テクノロジー・イノベーション 

センター リサーチ・コーディネーター 

 梅谷  浩之 トヨタ自動車株式会社エンジニアリングＩＴ部 

第１エンジニアリングシステム室 グループ長 

 大石  進一 早稲田大学基幹理工学部応用数理学科 教授 

 小柳  義夫 神戸大学計算科学教育センター 特命教授 

 喜連川  優 情報・システム研究機構国立情報学研究所 所長 

 小林  広明 東北大学大学院 情報科学研究科 教授／東北大学サイバー 

サイエンスセンター センター長特別補佐 

 土井 美和子 情報通信研究機構 監事 

 中川 八穂子 株式会社日立製作所・研究開発グループ・情報通信 

イノベーションセンタ シニアプロジェクトマネージャ 

 中村   宏 東京大学大学院情報理工学系研究科 教授／東京大学 

情報基盤センター センター長 

◎ 西尾 章治郎 大阪大学 総長 

 藤井  孝藏 東京理科大学工学部 教授 

 安浦  寛人 九州大学 理事・副学長 

（◎：主査、５０音順） 

平成２９年３月 
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HPCI 計画推進委員会 

ポスト「京」重点課題推進ワーキンググループ委員 

 

平成 29年 6月 29日現在 

 

主査   

小柳 義夫  神戸大学計算科学教育センター特命教授 

   

主査代理 

 住  明正  東京大学サステイナビリティ学連携研究機構特任教授 

 

委員 

  相原 博昭  東京大学大学院理学系研究科教授 

安達 泰治  京都大学ウイルス・再生医科学研究所教授 

  伊藤 公平  慶應義塾大学理工学部長・教授 

  宇川  彰  理化学研究所計算科学研究機構副機構長 

  大石 進一  早稲田大学基幹理工学部応用数理学科教授 

河合 理文  株式会社ＩＨＩ技術開発本部技師長／ 

         スーパーコンピューティング技術産業応用協議会会員 

  栗原 和枝  東北大学未来科学技術共同研究センター教授 

白井 宏樹  アステラス製薬株式会社バイオサイエンス研究所専任理事 

福和 伸夫  名古屋大学減災連携研究センター長・教授 

  松岡  聡  東京工業大学学術国際情報センター教授 

 

５０音順、敬称略 
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萌芽的課題サブワーキンググループ委員名簿 

 

    平成 29年 7月 1 日現在 

 

主査 

  大石 進一  早稲田大学基幹理工学部応用数理学科教授 

 

主査代理 

  宇川  彰  理化学研究所計算科学研究機構副機構長 

 

委員 

  合原 一幸  東京大学生産技術研究所教授 

  小柳 義夫  神戸大学計算科学教育センター特命教授 

  杉原 正顯  青山学院大学理工学部教授 

  高田  章  旭硝子株式会社先端技術研究所特任研究員 

 田近 英一  東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学専攻 

  常田 佐久  宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所長 

 中島 秀之  東京大学 大学院情報理工学系研究科 特任教授 

  中野 純司  統計数理研究所モデリング研究系教授 

 

 50 音順，敬称略
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実施体制 
l 全体推進体制 
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l 重点課題 1 生体分子システムの機能制御による革新的創薬基盤の構築 
代表機関：理化学研究所（課題責任者：奥野 恭史・客員主管研究員） 
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l 重点課題 2 個別化・予防医療を支援する統合計算生命科学 
代表機関：東京大学（課題責任者：宮野 悟・教授）  

 

l 重点課題 3 地震・津波による複合災害の統合的予測システムの構築 
代表機関：東京大学（課題責任者：堀 宗朗・教授）  

 

 

研究体制は開発と実用化のグループに大別．
• 開発は分担機関が協力機関と推進．実用化は研究代表機関が協力機関と推進．
• 開発と実用化の連携は研究代表機関が担当．

①東京大学

堀 宗朗

中央大学

堀 高峰
②海洋研究
開発機構

名古屋大学

井料 隆雅②神戸大学

防災科学技術研究所

岐阜大学②九州大学

東京大学（生産研）

愛媛大学

②京都大学

実用化
SIP

津波

サブ課題Ａ：地震・
津波の災害被害予
測の実用化研究

サブ課題Ｂ：統合的
予測のための社会
科学シミュレーショ
ンの開発横松 宗太

浅井 光輝

重点課題：地震・津波による複合災害
の統合的予測システムの構築

東北大学

内閣府（防災担当）

北海道大学

京都大学

市村 強

マッデゲダラ
ラリト

サブ課題Ａ

サブ課題Ｂ

地震

地震

有限要素法

津波

都市情報

可視化

中央防災会議

名古屋

開発

三菱総合研究所

応用地質株式会社 技術普及

内閣府支援

理化学研究所計算科学研究機構 防災・減災研究ユニット

東京大学（工学部）

東京工業大学（工学部）

経済

交通

柴崎 亮介 サブ課題Ｂ
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l 重点課題 4 観測ビッグデータを活用した気象と地球環境の予測の高度化 
代表機関：海洋研究開発機構（課題責任者：高橋 桂子・センター長） 

 

l 重点課題 5 エネルギーの高効率な創出、変換・貯蔵、利用の新規基盤技術の開発 
代表機関：自然科学研究機構（課題責任者：岡崎 進・教授）  
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l 重点課題 6 革新的クリーンエネルギーシステムの実用化 
代表機関：東京大学（課題責任者：吉村 忍・教授） 

 

l 重点課題 7 次世代の産業を支える新機能デバイス・高性能材料の創成 
代表機関：東京大学（課題責任者：常行 真司・教授）  

実験施設

計算環境

HPCI

CMSI

(A)

(G) 共通基盤シミュレーション手法 (物性研・東北大金研）
基盤アプリ・データ解析手法・計算機科学

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力
機関

協力機関

元素戦略Pj
（文科省）

低炭素Pj
（NEDO）

TIA
（内閣府）

ImPACT
タフポリマー
（内閣府）

ポスト「京」

「京」

情報基盤
センター

物性研

金研

分子研

SPring-8

J-PARC

SACLA

KEK-PF

次世代の産業を支える
新機能デバイス・高性能材料の創成

代表機関 物性研

AICS

連携

支援

連携

支援

(B) (C) (D) (E) (F)

（
東
大
工
・
筑
波
大
計
算
セ
・
東
大
理
・

阪
大
サ
イ
バ
ー
セ
・
阪
大
工
）

高
機
能
半
導
体
デ
バ
イ
ス

（
分
子
研
・
筑
波
大
計
算
セ
）

光
・
電
子
融
合
デ
バ
イ
ス

（
東
大
工
・
東
大
理
・
物
性
研
）

超
伝
導
・
新
機
能
デ
バ
イ
ス
材
料

（
物
性
研
）

高
性
能
永
久
磁
石
・
磁
性
材
料

（
産
総
研
関
西
）

高
信
頼
性
構
造
材
料

（
阪
大
工
・
名
工
大
）

次
世
代
機
能
性
化
学
品

科学技術イノベーション国家戦略に資するPjと連携

最
先
端
大
型
研
究
施
設
等

と
の
連
携
活
動
実
施
中

計
算
機
・計
算
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

支
援
体
制
構
築
済

協力機関として参画

計算機科学

企業利用促進
（スパコン産応協）

 

l 重点課題 8 近未来型ものづくりを先導する革新的設計・製造プロセスの開発 
代表機関：東京大学（課題責任者：加藤 千幸・教授）  
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l 重点課題 9 宇宙の基本法則と進化の解明 
代表機関：筑波大学（課題責任者：青木 慎也・客員教授） 
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l 萌芽的課題 基礎科学の挑戦- 複合・マルチスケール問題を通した極限の探求  
代表機関：東北大学金属材料研究所(研究代表者：久保百司・教授) 

計算環境

HPCI

スパコン
共用事業

破壊と
カタストロ
フィ

協力機関

（文科省）（NEDO） （内閣府）

「京」

情報基盤
センター

金研

分子研

重点課題3
地震・津波

連携

支援

連携

支援

計算機科学

(A)

AICS

相転移と
流動

(Ｂ)

協力機関

地球惑星
深部物質
の構造と
物性

(Ｃ)

協力機関

量子力学
の基礎と
情報

協力機関

ポスト「京」
重点課題
萌芽的課題

重点課題5
高効率エネルギー

重点課題7
新機能デバイス
高性能材料

萌芽的課題
数値計算学の展開

【代表機関】
東北大学
金属材料
研究所
★久保百司

【分担機関】
東北大学
大学院理学
研究科
★川勝年洋

【分担機関】
理化学研究所

★飯高敏晃

【分担機関】
東京大学
物性研究所

★川島直輝

最
先
端
大
型
研
究
施
設
と
の
具
体
的
な
連
携
活
動
を
実
施
中

計
算
機
・計
算
科
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
支
援
体
制
を
構
築

他の国家Projectと連携することで、
科学のイノベーションを国家的観点でけん引していく

１４ ８ ２９ ２３

重点課題4
気象と地球環境

PCoMS
人材育成
ｺﾝｿｰｼｱﾑ

KEK -PF

SACLA

J- PARC

実験施設

超超 Pj 元素戦略Pj ImPACT
SIP Mi2i  

重点課題8
近未来型ものづくり

（文科省）

(Ｄ)

SLiT-J

萌芽的課題
極限マテリアル

★サブ課題代表者

ポスト「京」 萌芽的課題

「基礎科学の挑戦－複合・マルチスケール
問題を通した極限の探求」

代表機関 ：東北大学金属材料研究所 課題責任者 久保百司

SPring-8

【分担機関】
H29年度より
物質・材料研
究機構

計算物質科学
連絡会議

本萌芽的課題、重点課題5、
重点課題7、PCoMS、Mi2iの
５プロジェクトで組織

ポスト「京」

【分担機関】
筑波大学
横浜国立大学

【分担機関】
東京大学
物性研究所
海洋機構

【分担機関】
東京大学
地震研究所
大阪大学
金沢大学
原子力機構

アドバイザー

毛利哲夫 <材料>
（東北大金研）

今田正俊 <量子>
（東大院工）

常行真司 <物質>
（東大院理）

Mi2i
（JST）

物性研

【３サブ課題
間連携】 A-B C-D

 
l 萌芽的課題 極限の探求に資する精度保証付き数値計算学の展開と超高性能計算環境の創成  
代表機関：東京女子大学現代教養学部(研究代表者：萩田武史・准教授) 
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l 萌芽的課題 複合相関が織りなす極限マテリアル－原子スケールからのアプローチ 
代表機関：東京大学大学院工学系研究科(研究代表者：松下雄一郎・助教) 

 

l 萌芽的課題 多層マルチ時空間スケール社会・経済シミュレーション技術の研究・開発 
代表機関：理化学研究所計算科学研究機構(研究代表者：伊藤伸泰・チームリーダー) 
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l 萌芽的課題 堅牢な輸送システムモデルの構築と社会システムにおける最適化の実現 
代表機関：東京理科大学工学部(研究代表者：藤井孝藏・教授) 

 

l 萌芽的課題 太陽系外惑星（第二の地球）の誕生と太陽系内惑星環境変動の解明 
代表機関：神戸大学大学院理学研究科(研究代表者：牧野淳一郎・教授) 

 

l 萌芽的課題 脳のビッグデータ解析、全脳シミュレーションと脳型人工知能アーキテクチャ 
代表機関：沖縄科学技術大学院大学神経計算ユニット(研究代表者：銅谷賢治・教授) 
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l 萌芽的課題 ボトムアップで始原的知能を理解する昆虫全脳シミュレーション 
代表機関：東京大学先端科学技術研究センター(研究代表者：神崎亮平・所長) 
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中間評価票 

 

（平成２９年１２月現在） 

１． 課題名 ポスト「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題に関するアプリ

ケーション開発・研究開発 

 

本事業の事前評価は、平成 25年８月に「エクサスケール・スーパーコンピュータ開発プロ

ジェクト（仮称）」の一部として実施され、「国として着実に推進することが適当」とされ

たところである。 

  当該プロジェクトは、ポスト「京」システム開発及びポスト「京」アプリケーション開

発から構成されているものである。このうちポスト「京」アプリケーション開発について、

平成 29 年度に中間評価を実施したもの。 

 一方、ポスト「京」システム開発については 12か月から最大 24か月のスケジュール延

伸が公表されたため、その中間評価については平成 30 年度に実施予定である。 

２．研究開発計画との関係 

 

施策目標：未来社会を見据えた先端基盤技術の強化 

 

大目標（概要）：超スマート社会サービスプラットフォームの構築に必要となる基盤技術及

び個別システムにおいて新たな価値創出のコアとなり現実世界で機能する基盤技術につい

て強化を図る。 

 

中目標（概要）：我が国が世界に先駆けて超スマート社会を形成し、ビッグデータ等から付

加価値を生み出していくために、産学官で協働して基礎研究から社会実装に向けた開発を

行うと同時に、技術進展がもたらす社会への影響や人間及び社会の在り方に対する洞察を

深めながら、中長期的視野から超スマート社会サービスプラットフォームの構築に必要と

なる基盤技術の強化を図る。 

 

重点的に推進すべき研究開発の取組(概要)： 

「次世代アーキテクチャと革新的なハードウェアの研究開発」 

様々なモノがインターネットにつながるＩｏＴ社会を迎えて、多様なニーズに応える革新

的な計算環境を構築し、その利用を推進することで、我が国の科学技術の発展、産業競争

力の強化、安全・安心な社会の構築に貢献する。 

 

本課題が関係するアウトプット指標： 

① 情報科学技術分野における研究開発の論文数、学会発表数 
 

本課題が関係するアウトカム指標： 

①社会実装された研究開発のテーマ数 
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３．評価結果 

（１）課題の進捗状況      

○ 中間評価時点における本事業の進捗状況は、おおむね妥当と評価された。 

○ 本事業の実施機関においては、文部科学省が開催する委員会での外部有識者による提

言・助言に基づき、中間目標、最終目標及び実施計画を策定している。また、実施機

関内に設置された委員会等において、それらの進捗管理と達成状況の確認・評価が行

われている（（２）＜効率性＞の欄において詳述）。 

○ これにより、実施機関が取り組む合計 60 のサブ課題の進捗については、このうち 20

課題が大幅に達成、39課題が着実に達成、１課題がおおむね達成とされ、未達成であ

るサブ課題はなしとの自己評価がなされている。 

○ その結果、本事業では、 

・ポスト「京」の特長を生かした超並列・大規模シミュレーション手法の開発の着実な

進展 

  ・Science、 Nature 等への論文発表をはじめとする科学的成果の創出 

   （論文発表数…H27:205 編、H28:476 編、H29 第１四半期:121 編、累計:802 編） 

   （学会発表数…H27:891 件、H28:2,200 件、H29 第１四半期:324 件、累計:3,415 件) 

  ・計算科学技術の更なる発展に向けた課題である、マルチスケールシミュレーション、

数値計算の精度保証や全脳シミュレーションといった萌芽的かつチャレンジングな分

野における進展 

  ・異なる研究分野間での人材交流による融合分野創出に向けた取組の進展 

  等、当初の想定以上の成果が得られつつある。  

○ また、それらの成果が産学官で構成されるコンソーシアム等においても利活用される

等、本事業の枠組みを超えた取組も精力的になされている。 

  ・ＡＩ創薬コンソーシアム（製薬企業、ＩＴ企業等 ８０団体） 

  ・ＫＢＤＤコンソーシアム(※)（製薬企業、ＩＴ企業等 ２４団体） 

  ・自動車用次世代ＣＡＥコンソーシアム（自動車企業、大学等 ２０団体） 

  ・ターボ機械 HPC実用化分科会（機械製造企業、大学等 47 団体） 

  ・「京」の重点化促進枠が内閣府（防災担当）の長周期地震動による被害予測に活用され

た好事例等を踏まえた、気象庁と文部科学省との省庁間連携の開始及び気象研究所と

国立研究開発法人海洋研究開発機構との研究機関間連携の深化 

 ※“K” Supercomputer-Based Drug Discovery project by biogrid pharma consortium の略 

○ この他、ポスト「京」によりできる限り早期の成果創出を図るべく、システムとアプ

リケーションとの協調的な開発（Co-design)が、システムの開発主体である理化学研

究所と、各アプリケーション開発実施機関との間とで進められており、システムとア

プリケーションの最適化の方針を同時に得た等の成果が創出されるとともに、その成

果に基づくチューニングマニュアルの整備とポスト「京」ユーザへの公開により、ポ

スト「京」ユーザの使い勝手の良さの向上が図られる予定である。なお、Co-design

については、ポスト「京」システムの中間評価において評価がなされる予定である。 
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（２）各観点の再評価 

＜必要性＞ 

評価項目 国費を用いた研究開発としての意義（国や社会のニーズへの適合性、国の関

与の必要性・緊急性） 

評価基準 ポスト「京」に向けたアプリケーション開発により、独創性、優位性の高い

成果が期待できるか。 

○ 本事業については、事前評価に引き続き、本中間評価においてもその必要性が再確認

された。 

○ 我が国においては、健康長寿社会の実現や防災・環境問題、エネルギー問題への対応

が喫緊の課題とされている。一方、そのために必要となる創薬プロセスや地震・津波

の再現、新規エネルギー源の探索は、多大なコストがかかるか、若しくは実空間での

再現が不可能な現象がほとんどである。 

○ 本事業は、ポスト「京」を用いた大規模シミュレーションによって、これらの現象の

再現を世界にさきがけて可能とするのみならず、将来的に課題先進国としての我が国

から、同様の課題を抱える他国への成果展開が見込まれる。以上のことから、国や社

会のニーズへの適合性は極めて高い。 

○ また、事前評価後に策定された第５期科学技術基本計画（平成２８年１月閣議決定）

において、国は、国連で定められた持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の達成等を通じ、

地球規模課題への対応を行うこととされた。 

    この中で、例えば地球規模の気候変動に対し、スーパーコンピュータ等を活用した予

測技術の高度化を進めることとされており、この観点からも、本事業の必要性は更に

高まっていると言える。 

※ ポスト「京」によって世界にさきがけた実現が期待される成果例  

  ○ 創薬・医療分野 

    ・候補物質の探索のみならず副作用の原因も分析する薬剤設計技術 

    ・個人の医療計測データを用いたシミュレーション手法の確立とそれに基づく個別

化・予防医療 

  ○ 防災・気象分野 

    ・都市全体の一次・二次被害のシミュレーションにより、地震・津波災害の影響を統

合的に予測するシステムの開発 

    ・観測ビッグデータを用いた高解像度・高速での気象予測に基づく、台風からゲリラ

豪雨・竜巻等まで異なるスケールでの気象災害をシームレスに予測する技術 

  ○ エネルギー分野 

    ・天然光合成系の原理の解明及び当該原理に基づき人工光合成によりプラスチック原

料等の基幹化学品を製造する技術 

  ・海洋風況に大きく左右される洋上ウィンドファームの発電性能予測及びブレードに

作用する応力評価を定量的に行い、洋上ウィンドファームの設計指針を得るための

解析技術 
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＜有効性＞ 

評価項目 

新しい知の創出への貢献、研究開発の質の向上への貢献 

評価基準 

世界を先導する成果の創出が期待できるか。 

○ 本事業については、事前評価に引き続き、本中間評価においてもその有効性が再確認

された。 

○ 我が国が強みを有する、材料科学やものづくりといった分野について、更なる進展を

図るためには、例えば、無数の組合せを有する新規材料組成の最適化や、自動車や航

空機の実機を用いた風洞実験・衝突実験のように、実験に多大なコストを要するもの

について、これらをシミュレーションによって代替し、研究開発の質や生産性を向上

させることが有効である。 

○ また、同じく我が国が強みを有する基礎科学の分野においても、例えば素粒子や宇宙

開闢（かいびゃく）といった、実験が困難な極小・極大の時空間スケールの理論を検

証し、新しい知の創出への貢献を図るため、シミュレーションによる再現が有効であ

る。 

○ さらに、近年の計算科学技術を含む情報科学技術の進展を踏まえ、 

  ・マルチスケールシミュレーション 

  ・大規模な計算結果の精度を保証する手法の開発 

  ・コンピュータ上での脳・神経回路モデル構築と人工知能への応用 

   といった、シミュレーション自体の質の向上や融合領域の開拓を図る萌芽的課題につ

いても、世界を先導する成果の創出が期待される。 

○ また、第５期科学技術基本計画において、国は、サイバー空間とフィジカル空間を高

度に融合させた「Society5.0」を世界に先駆けて実現するとともに、その実現を支え

るビッグデータ解析や人工知能等の基盤技術の強化を図ることとされた。本事業にお

いても、社会・経済シミュレーションや脳型人工知能アーキテクチャ等の研究が進め

られており、この観点からも、本事業の有効性は更に高まっていると言える。 

※ 世界を先導する成果の一例 

  ○ 材料科学分野 

    ・基底状態のみならず、量子効果を考慮し光反応のような励起状態も取扱い可能とし

たデバイスシミュレーション 

    ・ナノデバイスをコンピュータ上で設計・解析し、特性を把握する等、マテリアルズ・

インフォマティクス等を活用した新機能デバイスの先行開発 

    ・リチウム／水系の安全・安価な新しいリチウムイオン電池の実用化、新規の非白金

燃料電池の能力向上等 
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  ○ ものづくり分野 

    ・車のコンセプトから構造・機能・性能設計に至る主要な設計フェーズのシミュレー

ションを統合的に実施することにより生産性を引き上げる、新しいものづくりシス

テムの開発 

    ・数十億～数百億の格子点で接触問題等の大規模解析を可能とする多目的最適化設計

プラットフォームの開発 

  ○ 基礎科学分野 

    ・ビッグバン直後の超音速ガス流がブラックホールの種を生み出すことを解明 

  ・２つの中性子星が合体する際に多量の物質が放出され、重い元素が合成されること

を解明 

  ○ 萌芽的課題に関連する分野 

    ・化学反応を取り込んだ破壊現象シミュレーションや、ミクロスケールの物理を取り

込んだ混相流シミュレーション手法の開発 

    ・脳データの解析とモデリング、全脳の神経回路シミュレーション、階層的確率モデ

ルによる効率良い学習が可能な脳型人工知能の開発 

    ・経済現象や交通現象に関わる複数のサブシステムの相互作用のモデル化とそれに基

づく社会経済現象上の課題を予測し制御する技術 

    ・実社会での複合輸送システムを対象とした実シミュレーションによる全体最適化と

それに基づく運航・運用方式の基盤となる堅牢（けんろう）性も含めた最適な交通

輸送システム 
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＜効率性＞ 

評価項目 

  計画・実施体制の妥当性、目標・達成管理の向上方策の妥当性 

評価基準 

  研究開発プログラムの実施方法、体制について、見直しが適切かつ効率良く行われて

いるか。 

○ 本事業については、事前評価に引き続き、本中間評価においてもその効率性が再確認

された。 

○ 本事業の開始に当たっては、平成 26年８月に、外部有識者により構成される「ポスト

「京」で重点的に取り組むべき社会的・科学的課題についての検討委員会（主査：小

宮山宏 株式会社三菱総合研究所理事長）」において、ポスト「京」で重点的に取り組

むべき社会的・科学的課題として、９つの重点課題及び４つの萌芽的課題が設定され、

各課題について実施機関がそれぞれ公募選定された。 

○ これら重点課題及び萌芽的課題について、ポスト「京」共用開始後に可能な限り早期

の成果創出を図るべく、外部有識者により構成される「ＨＰＣＩ計画推進委員会／ポ

スト「京」重点課題推進ワーキンググループ」（主査：小柳義夫 神戸大学計算科学教

育センター特命教授）及び「萌芽的課題サブワーキンググループ」（主査：大石進一  

早稲田大学基幹理工学部応用数理学科教授）が、課題全体の進捗状況を把握して、各

実施機関に対しきめ細やかな提言・助言を行っている。 

○ 各実施機関においては、これら提言・助言に基づき中間目標、最終目標及び実施計画

を策定するとともに、「諮問委員会」（外部有識者により構成。重点課題のみ設置）や

「運営委員会」、「課題責任者会合」により進捗管理がなされており、階層的に事業の

進捗管理と目標達成状況の確認・評価が行われている。 

○ 加えて、実施機関においては、産業界を含めた内外への研究成果のフィードバックに

積極的に取り組んでおり、新しい知の創出、研究開発の質の向上への貢献が期待され

る。 

※ 外部有識者委員会からの提言・助言等に対する実施機関における対応例 

  ・サブ課題の目標を産業界の要望等を踏まえた形に修正 

  ・研究をフォーカスするために体制の見直しを行い、複数のサブ課題を統合。 

  ・複数サブ課題を集めた基盤グループを設置し、当該グループ内で技術の共通化を試行 

  ・アウトリーチを考慮し、民間のアプリケーションの製作者との共同開発に着手 

  ・異分野間でのポスドク交流を実施 
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（３）今後の研究開発の方向性 

 

本課題は「継続」、「中止」、「方向転換」する（いずれかに丸をつける）。 

 

理由： 

中間評価段階において本事業（Co-design 対象であるターゲットアプリケーションの開発

を含む）の目標の達成状況及び運営方法は適切であり、本事業を継続することにより、「健

康長寿社会の実現」、「防災・環境問題」、「エネルギー問題」、「産業競争力の強化」、「基礎

科学の発展」とともに、ＳＤＧｓの達成や「Society5.0」の実現をはじめとする社会的要

求の高まりを意識した高い独創性と優位性を持つ科学的成果の創出が期待されるため。 

 

（４）その他 

 

・高い独創性と優位性を持つ科学的成果の創出が期待されるところ、実施機関において、

その波及効果を含め、引き続き成果等の発信をわかりやすく行うよう努めること。 

 

・実施機関において、ポスト「京」システムの開発主体と引き続きより一層の連携を図り、

Co-design により蓄積したノウハウを Co-design 対象外の重点課題アプリケーションに

も展開し、我が国が直面する課題の解決に向け、成果の早期創出を図ること。 

 

・ポスト「京」システムの開発主体においては、Co-design により得られた知見に基づき、

ポスト「京」のシステムがより汎用性の高いものとなるよう努めること。 

 

  


